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(百万円未満切捨て)

１．2020年３月期第１四半期の連結業績（2019年４月１日～2019年６月30日）

（１）連結経営成績(累計) (％表示は、対前年同四半期増減率)

売上高 営業利益 経常利益
親会社株主に帰属
する四半期純利益

百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％

2020年３月期第１四半期 16,125 5.0 412 ― 395 ― 222 ―

2019年３月期第１四半期 15,359 2.9 △3 ― △17 ― △58 ―
(注)包括利益2020年３月期第１四半期 303百万円( ― ％) 2019年３月期第１四半期 △95百万円( ―％)
　

１株当たり
四半期純利益

潜在株式調整後
１株当たり
四半期純利益

円 銭 円 銭

2020年３月期第１四半期 24.77 ―

2019年３月期第１四半期 △6.45 ―
　

(注)2018年10月１日付で普通株式５株につき１株の割合で株式併合を行っております。前連結会計年度の期首に当該株
式併合が行われたと仮定して「１株当たり四半期純利益」を算出しております。

　

（２）連結財政状態

総資産 純資産 自己資本比率

百万円 百万円 ％

2020年３月期第１四半期 53,817 22,331 40.1

2019年３月期 57,289 22,669 38.3
(参考) 自己資本2020年３月期第１四半期 21,559百万円 2019年３月期 21,930百万円
　

　　

２．配当の状況

年間配当金

第１四半期末 第２四半期末 第３四半期末 期末 合計

円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 円 銭

2019年３月期 ― 0.00 ― 70.00 70.00

2020年３月期 ―

2020年３月期(予想) 0.00 ― 75.00 75.00
(注) 直近に公表されている配当予想からの修正の有無 ： 無

　

３．2020年３月期の連結業績予想（2019年４月１日～2020年３月31日）

(％表示は、通期は対前期、四半期は対前年同四半期増減率)

売上高 営業利益 経常利益
親会社株主に帰属
する当期純利益

１株当たり
当期純利益

百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 円 銭

第２四半期(累計) 33,000 △13.5 1,000 △23.6 950 △26.7 600 △28.1 66.71

通期 84,000 △4.4 4,900 △0.2 4,800 △1.1 3,100 0.6 344.69
(注) 直近に公表されている業績予想からの修正の有無 ： 無
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※ 注記事項

（１）当四半期連結累計期間における重要な子会社の異動 ： 無

　 (連結範囲の変更を伴う特定子会社の異動)

新規 ―社（社名） 、除外 ―社（社名）
　

　

（２）四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用 ： 無
　

　

（３）会計方針の変更・会計上の見積りの変更・修正再表示

① 会計基準等の改正に伴う会計方針の変更 ： 無

② ①以外の会計方針の変更 ： 無

③ 会計上の見積りの変更 ： 無

④ 修正再表示 ： 無
　

　

（４）発行済株式数（普通株式）

① 期末発行済株式数（自己株式を含む) 2020年３月期１Ｑ 9,026,561株 2019年３月期 9,026,561株

② 期末自己株式数 2020年３月期１Ｑ 33,301株 2019年３月期 33,221株

③ 期中平均株式数（四半期累計） 2020年３月期１Ｑ 8,993,310株 2019年３月期１Ｑ 8,993,759株
　

(注)2018年10月１日付で普通株式５株につき１株の割合で株式併合を行っております。前連結会計年度の期首に当該株
式併合が行われたと仮定して「期中平均株式数」を算出しております。

　

※ 四半期決算短信は公認会計士又は監査法人の四半期レビューの対象外です

※ 業績予想の適切な利用に関する説明、その他特記事項
・本資料に記載されている業績見通し等の将来に関する記述は、当社が現在入手している情報及び合理的であると判
断する一定の前提に基づいており、その達成を当社として約束する趣旨のものではありません。また、実際の業績
等は様々な要因により大きく異なる可能性があります。業績予想の前提となる条件及び業績予想のご利用にあたっ
ての注意事項等については、添付資料３ページ「連結業績予想などの将来予測情報に関する説明」をご覧くださ
い。
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１．当四半期決算に関する定性的情報

（１）経営成績に関する説明

　当第１四半期連結累計期間における我が国経済は、企業収益や雇用・所得環境が改善傾向にある

など、緩やかな回復が続きました。一方で、米国などの保護主義的な通商政策の動向や英国のＥＵ

離脱問題、地政学的リスクの高まりなど、先行きは依然として不透明な状況で推移しました。

　当社グループの属する設備工事業界におきましては、民間設備投資に低調な動きが見られる中

で、労働力不足や熾烈な受注競争が続くなど、厳しい環境で推移しました。

　このような状況のもと、当社グループは、2019年４月に中期経営計画『Next Evolution 2023』

で発表しましたとおり、「成長市場を見据えた保有技術力の融合による他社との差別化」、「事業

環境の変化に対応した戦略的投資による経営基盤の強化と収益力の向上」、「事業基盤の再構築に

よる海外事業の強化」を重点施策とし、中長期的な環境の変化に柔軟に対応できる経営基盤の強化

に努め、持続的成長と企業価値の向上に向けて取り組んでおります。

　当第１四半期連結累計期間の業績につきましては、受注高212億円（前年同期比0.4％増）、売上

高161億円（前年同期比5.0％増）となりました。利益面では、営業利益４億12百万円（前年同期は

３百万円の営業損失）、経常利益３億95百万円（前年同期は17百万円の経常損失）、親会社株主に

帰属する四半期純利益２億22百万円（前年同期は58百万円の親会社株主に帰属する四半期純損失）

となりました。

　なお、当第１四半期連結会計期間より、中期経営計画達成に向けた組織構造の変更に伴い、報告

セグメントを従来の「プラント事業」、「空調設備事業」、「電設・建築事業」、「電力・情報流

通事業」、「海外事業」の５つの区分から、「電気設備工事業」、「空調設備工事業」の２つの区

分に変更いたしました。

　報告セグメントの工事分野及びセグメント別の状況につきましては、次のとおりであります。ま

た、各セグメントの前年同期比につきましては、前年同期の数値を変更後の報告セグメントの区分

に組み替えた上で算出しております。

報告セグメント 工事分野

[電気設備工事業]

（プラント工事業）

　社会インフラ工事、産業システム工事、発電設備工事、送電工事

（内線・建築工事業）

　内線工事、建築・土木工事、情報通信工事

[空調設備工事業] 産業プロセス空調設備工事、一般空調・衛生設備工事

[その他] 物品販売及び補修・修理等

[電気設備工事業]

　受注高は148億円（前年同期比0.3％増）、売上高は116億円 (前年同期比2.3％増)、営業利益は

３億62百万円（前年同期比396.2％増）となりました。

　受注高、売上高は発電設備工事が堅調に推移したものの、前期に工作機械メーカーの内線工事の

大型案件や海外の大型商業施設案件があったことから前年同期並みに推移しました。営業損益は発

電設備工事の売上高の増加に加え、産業システム工事の採算が改善したことから前年同期を上回り

ました。

　

[空調設備工事業]

　受注高は61億円（前年同期比2.7％増）、売上高は42億円（前年同期比21.6％増）、営業損失は

15百万円（前年同期は１億98百万円の営業損失）となりました。

　受注高は電子精密分野の設備投資案件を受注したものの、前期に医療施設、教育施設の大型案件

があったことから前年同期並みに推移しました。売上高は産業プロセス空調設備工事が堅調に推移

したことから前年同期を上回りました。営業損益は売上高の増加に加え、コストダウンに努めたこ

となどから前年同期を上回りました。

　

[その他]

　受注高は２億円（前年同期比30.4％減）、売上高は２億円（前年同期比48.0％減）、営業利益は

65百万円（前年同期比46.5％減）となりました。
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（２）財政状態に関する説明

　当第１四半期連結会計期間末における総資産は、前連結会計年度末に比べ34億円減少し、538億

円となりました。主な要因は受取手形・完成工事未収入金等の減少（34億円）、預け金の減少（

15億円）、未成工事支出金の増加（10億円）であります。

　負債は、前連結会計年度末に比べ31億円減少し、314億円となりました。主な要因は支払手形・

工事未払金等の減少（44億円）、未払法人税等の減少（11億円）、短期借入金の増加（28億円）、

未成工事受入金の増加（10億円）であります。

　純資産は、前連結会計年度末に比べ3億円減少し、223億円となりました。主な要因は配当金の支

払（6億円）であります。

（３）連結業績予想などの将来予測情報に関する説明

　2020年３月期通期の連結業績予想につきましては、2019年４月24日公表の業績予想から変更はあ

りません。

２．サマリー情報(注記事項)に関する事項

（１）当四半期連結累計期間における重要な子会社の異動

　該当事項はありません。

　

（２）四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用

　該当事項はありません。

　

（３）会計方針の変更・会計上の見積りの変更・修正再表示

該当事項はありません。
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３．四半期連結財務諸表及び主な注記

（１）四半期連結貸借対照表

(単位：百万円)

前連結会計年度
(2019年３月31日)

当第１四半期連結会計期間
(2019年６月30日)

資産の部

流動資産

現金預金 3,861 4,776

受取手形・完成工事未収入金等 36,590 33,184

電子記録債権 4,788 4,415

未成工事支出金 2,416 3,457

材料貯蔵品 155 156

預け金 2,047 524

その他 1,240 1,227

貸倒引当金 △133 △131

流動資産合計 50,966 47,611

固定資産

有形固定資産 2,628 2,586

無形固定資産 641 587

投資その他の資産

その他 3,208 3,188

貸倒引当金 △155 △155

投資その他の資産合計 3,052 3,032

固定資産合計 6,323 6,205

資産合計 57,289 53,817

負債の部

流動負債

支払手形・工事未払金等 23,756 19,282

短期借入金 27 2,907

未払法人税等 1,278 169

未成工事受入金 1,566 2,598

完成工事補償引当金 132 132

工事損失引当金 60 23

その他 3,877 2,576

流動負債合計 30,698 27,690

固定負債

退職給付に係る負債 2,105 2,039

その他 1,816 1,755

固定負債合計 3,921 3,795

負債合計 34,619 31,486

決算短信（宝印刷） 2019年07月23日 14時48分 6ページ（Tess 1.50(64) 20181220_01）



富士古河Ｅ＆Ｃ株式会社(1775) 2020年３月期 第１四半期決算短信

5

(単位：百万円)

前連結会計年度
(2019年３月31日)

当第１四半期連結会計期間
(2019年６月30日)

純資産の部

株主資本

資本金 1,970 1,970

資本剰余金 6,636 6,636

利益剰余金 13,895 13,488

自己株式 △29 △29

株主資本合計 22,472 22,065

その他の包括利益累計額

その他有価証券評価差額金 136 136

為替換算調整勘定 △122 △110

退職給付に係る調整累計額 △556 △532

その他の包括利益累計額合計 △541 △506

非支配株主持分 739 771

純資産合計 22,669 22,331

負債純資産合計 57,289 53,817
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（２）四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書

四半期連結損益計算書

第１四半期連結累計期間

(単位：百万円)
前第１四半期連結累計期間

(自 2018年４月１日
　至 2018年６月30日)

当第１四半期連結累計期間
(自 2019年４月１日
　至 2019年６月30日)

売上高 15,359 16,125

売上原価 13,594 13,927

売上総利益 1,764 2,198

販売費及び一般管理費 1,768 1,785

営業利益又は営業損失（△） △3 412

営業外収益

受取利息 3 0

受取配当金 4 5

保険解約返戻金 - 13

その他 10 5

営業外収益合計 19 25

営業外費用

支払利息 18 17

コミットメントフィー 2 2

為替差損 3 21

その他 9 1

営業外費用合計 33 42

経常利益又は経常損失（△） △17 395

税金等調整前四半期純利益又は税金等調整前四半期
純損失（△）

△17 395

法人税等合計 17 138

四半期純利益又は四半期純損失（△） △35 257

非支配株主に帰属する四半期純利益 22 34

親会社株主に帰属する四半期純利益又は親会社株主
に帰属する四半期純損失（△）

△58 222
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四半期連結包括利益計算書

第１四半期連結累計期間

(単位：百万円)
前第１四半期連結累計期間

(自 2018年４月１日
　至 2018年６月30日)

当第１四半期連結累計期間
(自 2019年４月１日
　至 2019年６月30日)

四半期純利益又は四半期純損失（△） △35 257

その他の包括利益

その他有価証券評価差額金 △11 △0

為替換算調整勘定 △72 23

退職給付に係る調整額 23 23

その他の包括利益合計 △60 46

四半期包括利益 △95 303

（内訳）

親会社株主に係る四半期包括利益 △103 258

非支配株主に係る四半期包括利益 7 45
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（３）四半期連結財務諸表に関する注記事項

（継続企業の前提に関する注記）

　 該当事項はありません。
　

（株主資本の金額に著しい変動があった場合の注記）

　 該当事項はありません。
　

（セグメント情報等）

セグメント情報
　

Ⅰ 前第１四半期連結累計期間(自 2018年４月１日 至 2018年６月30日)

１．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報
(単位：百万円)

報告セグメント
その他
（注１）

合計
電気設備

工事業

空調設備

工事業
計

売上高

外部顧客への売上高 11,384 3,457 14,842 517 15,359

セグメント間の内部
売上高又は振替高

― ― ― ― ―

計 11,384 3,457 14,842 517 15,359

セグメント
利益又は損失（△）

73 △198 △125 122 △3

(注) １．「その他」の区分は報告セグメントに含まれない事業セグメントであり、物品販売及び補修・修理等のサ

ービス部門を含んでおります。

２．セグメント資産については、経営資源の配分の決定及び業績の評価に使用していないため、記載しており

ません。

　

Ⅱ 当第１四半期連結累計期間(自 2019年４月１日 至 2019年６月30日)

１．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報
(単位：百万円)

報告セグメント
その他
（注１）

合計
電気設備

工事業

空調設備

工事業
計

売上高

外部顧客への売上高 11,651 4,205 15,856 268 16,125

セグメント間の内部
売上高又は振替高

― ― ― ― ―

計 11,651 4,205 15,856 268 16,125

セグメント
利益又は損失（△）

362 △15 347 65 412

(注) １．「その他」の区分は報告セグメントに含まれない事業セグメントであり、物品販売及び補修・修理等のサ

ービス部門を含んでおります。

２．セグメント資産については、経営資源の配分の決定及び業績の評価に使用していないため、記載しており

ません。

　 ２．報告セグメントの変更等に関する事項

　 当第１四半期連結会計期間より、組織構造の変更に伴い、報告セグメントを従来の「プラント

事業」、「空調設備事業」、「電設・建築事業」、「電力・情報流通事業」、「海外事業」の５

つの区分から、「電気設備工事業」、「空調設備工事業」の２つの区分に変更いたしました。

なお、前第１四半期連結累計期間のセグメント情報は、変更後の報告セグメントの区分に基づ

き作成したものを開示しております。
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４．補足情報

（セグメント別受注高・売上高・受注残高）

　① 受注高

区分

前第１四半期

連結累計期間

当第１四半期

連結累計期間

前年同期

増減

金額

（百万円）

構成比

（％）

金額

（百万円）

構成比

（％）

金額

（百万円）

電気設備工事業

プラント工事業 7,568 35.7 8,641 40.6 1,072

内線・建築工事業 7,195 33.9 6,163 29.0 △1,032

計 14,764 69.6 14,804 69.6 39

空調設備工事業 6,012 28.4 6,175 29.0 162

小 計 20,777 98.0 20,979 98.6 201

その他の事業 420 2.0 292 1.4 △127

合 計 21,197 100.0 21,272 100.0 74

（うち海外） (609) (1,096) (487)

　② 売上高

区分

前第１四半期

連結累計期間

当第１四半期

連結累計期間

前年同期

増減

金額

（百万円）

構成比

（％）

金額

（百万円）

構成比

（％）

金額

（百万円）

電気設備工事業

プラント工事業 5,791 37.7 7,142 44.3 1,350

内線・建築工事業 5,593 36.4 4,509 28.0 △1,083

計 11,384 74.1 11,651 72.3 266

空調設備工事業 3,457 22.5 4,205 26.1 747

小 計 14,842 96.6 15,856 98.3 1,014

その他の事業 517 3.4 268 1.7 △248

合 計 15,359 100.0 16,125 100.0 765

（うち海外） (2,029) (1,329) (△700)

　③ 受注残高

区分

前第１四半期

連結累計期間

当第１四半期

連結累計期間

前年同期

増減

金額

（百万円）

構成比

（％）

金額

（百万円）

構成比

（％）

金額

（百万円）

電気設備工事業

プラント工事業 24,809 47.7 22,456 44.0 △2,353

内線・建築工事業 15,364 29.5 13,976 27.4 △1,388

計 40,174 77.2 36,432 71.4 △3,741

空調設備工事業 11,685 22.5 14,515 28.4 2,830

小 計 51,859 99.7 50,948 99.8 △910

その他の事業 154 0.3 107 0.2 △47

合 計 52,013 100.0 51,055 100.0 △957

（うち海外） (3,255) (2,771) (△483)
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